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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ・ワイヤレス・ネットワークにおけるネットワーク・アクセスおよびアプリケー
ション・セッション・サービスを提供する装置であって、
　パケット・データ・ストリームを、一人以上の加入者から受信または一人以上の加入者
に送信し、前記パケット・データ・ストリームを、ネットワーク若しくは別の加入者にま
たはネットワーク若しくは別の加入者から伝達するワイヤレス・ネットワーク・アクセス
・デバイスであって、前記一人以上の加入者に関するプロファイル情報を含む、ワイヤレ
ス・ネットワーク・アクセス・デバイスと、
　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスのコンポーネントである複数のア
プリケーション・セッション・サービスであって、それぞれが、各サービスの状態に関す
るアプリケーション状態を判定する、複数のアプリケーション・セッション・サービスと
、
を備えており、
　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、前記プロファイル情報に基づ
いて、前記アプリケーション・セッション・サービスのうち２個以上を選択して、前記パ
ケット・データ・ストリームを処理し、
　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスが、前記選択したアプリケーショ
ン・セッション・サービスを実行するための好ましい順序を決定し、該好ましい順序で実
行するように、前記選択したアプリケーション・セッション・サービスを並べ、
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　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスが、前記アプリケーション・セッ
ション・サービスの内の少なくとも１つにおける行為を、前記アプリケーション・セッシ
ョン・サービスの内の異なる１つにおける前記アプリケーション状態に少なくとも部分的
に基づいて制御し、
　前記加入者毎に、前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスが、前記加入者
プロファイル情報に基づいて、前記加入者へまたは前記加入者からのパケット・データ・
ストリームについてどのアプリケーション・セッション・サービスを実行すべきでないか
判定し、１またはそれ以上の前記アプリケーション・セッション・サービスの内、前記加
入者へまたは前記加入者からのパケット・データ・ストリームについて実行すべきでない
ものを実行から除外する、装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、前記好ましい順序は、前記アプリケーション・セッショ
ン・サービスの各々がどのように他のアプリケーション・セッション・サービスに影響を
及ぼすかにしたがって構成されまたは決定される、装置。
【請求項３】
　請求項１記載の装置において、前記アプリケーション・セッション・サービスの内少な
くとも１つは、前記パケット・データ・ストリームのコンテンツを試験し、前記コンテン
ツに対して料金請求する金額を決定し、前記請求金額の記録を保持する料金請求サービス
を含む、装置。
【請求項４】
　請求項１記載の装置において、前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスお
よび前記アプリケーション・セッション・サービスは、冗長性をもって実施される、装置
。
【請求項５】
　セルラ・ワイヤレス・ネットワークにおけるネットワーク・アクセスおよびアプリケー
ション・データ・セッション・サービスを提供する方法であって、
　ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスを用いて、パケット・データ・ストリ
ームを、一人以上の加入者から受信または一人以上の加入者に送信し、前記パケット・デ
ータ・ストリームを、ネットワーク若しくは別の加入者にまたはネットワーク若しくは別
の加入者から伝達するステップであって、前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デ
バイスが前記一人以上の加入者に関するプロファイル情報を含む、ステップと、
　複数のアプリケーション・セッション・サービスを前記ワイヤレス・ネットワーク・ア
クセス・デバイスのコンポーネントとして提供するステップであって、前記複数のアプリ
ケーション・セッション・サービスのそれぞれが各サービスの状態に関するアプリケーシ
ョン状態を判定する、ステップと、
　前記プロファイル情報に基づいて、前記アプリケーション・セッション・サービスのう
ち２個以上を選択して、前記パケット・データ・ストリームを処理するステップと、
　前記選択したアプリケーション・セッション・サービスを実行するための好ましい順序
を決定し、該好ましい順序で実行するように、前記選択したアプリケーション・セッショ
ン・サービスを並べるステップと、
　前記アプリケーション・セッション・サービスの内の少なくとも１つにおける行為を、
前記アプリケーション・セッション・サービスの異なる他の１つにおける前記アプリケー
ション状態に少なくとも部分的に基づいて制御するステップと、
　前記加入者毎に、前記加入者プロファイル情報に基づいて、前記加入者へまたは前記加
入者からのパケット・データ・ストリームについてどのアプリケーション・セッション・
サービスを実行すべきでないか判定するステップと、前記複数のアプリケーション・セッ
ション・サービスの内、前記加入者へまたは前記加入者からのパケット・データ・ストリ
ームについて実行すべきでないものを実行から除外するステップと、
を備えている、方法。
【請求項６】
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　請求項５記載の方法であって、更に、前記パケット・データ・ストリームのコンテンツ
を試験し、前記コンテンツに対して料金請求する金額を決定し、前記請求金額の記録を保
持するステップを含む、方法。
【請求項７】
　セルラ・ワイヤレス・ネットワークにおけるネットワーク・アクセスおよびアプリケー
ション・セッション・サービスを提供する装置であって、
　パケット・データ・ストリームを、一人以上の加入者から受信または一人以上の加入者
に送信し、前記パケット・データ・ストリームを、ネットワーク若しくは別の加入者にま
たはネットワーク若しくは別の加入者から伝達するワイヤレス・ネットワーク・アクセス
・デバイスと、
　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスのコンポーネントである複数のア
プリケーション・セッション・サービスであって、前記パケット・データ・ストリームを
処理する、複数のアプリケーション・セッション・サービスであって、それぞれが、各サ
ービスの状態に関するアプリケーション状態を判定する、複数のアプリケーション・セッ
ション・サービスと、
を備えており、
　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、前記パケット・データ・スト
リームを処理するために、前記アプリケーション・セッション・サービスのうち２個以上
を選択し、
　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスが、前記選択したアプリケーショ
ン・セッション・サービスを実行するための好ましい順序を決定し、該好ましい順序で実
行するように、前記選択したアプリケーション・セッション・サービスを並べ、
　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、前記パケット・データ・スト
リームに関連のあるアプリケーション状態を判定し、該アプリケーション状態に応じて、
前記アプリケーション・セッション・サービスの少なくとも１つの行為を修正し、
　前記加入者毎に、前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスが、前記加入者
プロファイル情報に基づいて、前記加入者へまたは前記加入者からのパケット・データ・
ストリームについてどのアプリケーション・セッション・サービスを実行すべきでないか
判定し、１またはそれ以上の前記アプリケーション・セッション・サービスの内、前記加
入者へまたは前記加入者からのパケット・データ・ストリームについて実行すべきでない
ものを実行から除外する、装置。
【請求項８】
　請求項７記載の装置において、前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは
、前記パケット・データ・ストリームと関連のある前記アプリケーション状態を判定する
ために、綿密なパケット検査を実行する、装置。
【請求項９】
　請求項７記載の装置において、前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは
、別のアプリケーション・セッション・サービスが前記パケット・データ・ストリームか
らのパケットを修正するまたは欠落させる場合、料金請求機能に関するアプリケーション
・セッション・サービスと関連のある行為を修正する、装置。
【請求項１０】
　セルラ・ワイヤレス・ネットワークにおけるネットワーク・アクセスおよびアプリケー
ション・セッション・サービスを提供する方法であって、
　ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスを用いて、パケット・データ・ストリ
ームを、一人以上の加入者から受信または一人以上の加入者に送信し、前記パケット・デ
ータ・ストリームを、ネットワーク若しくは別の加入者にまたはネットワーク若しくは別
の加入者から伝達するステップであって、複数のアプリケーション・セッション・サービ
スは、前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスのコンポーネントである、ス
テップと、
　前記複数のアプリケーション・セッション・サービスを前記ワイヤレス・ネットワーク
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・アクセス・デバイスのコンポーネントとして提供するステップであって、前記複数のア
プリケーション・セッション・サービスが、前記パケット・データ・ストリームを処理し
、前記複数のアプリケーション・セッション・サービスのそれぞれが各サービスの状態に
関するアプリケーション状態を判定する、ステップと、
　前記パケット・データ・ストリームを処理するために、前記アプリケーション・セッシ
ョン・サービスのうち２個以上を選択するステップと、
　前記選択したアプリケーション・セッション・サービスを実行するための好ましい順序
を決定し、該好ましい順序で実行するように、前記選択したアプリケーション・セッショ
ン・サービスを並べるステップと、
　前記パケット・データ・ストリームに関連のあるアプリケーション状態を判定し、該ア
プリケーション状態に応じて、前記アプリケーション・セッション・サービスの少なくと
も１つの行為を修正するステップと、
　前記加入者毎に、前記加入者プロファイル情報に基づいて、前記加入者へまたは前記加
入者からのパケット・データ・ストリームについてどのアプリケーション・セッション・
サービスを実行すべきでないか判定するステップと、前記複数のアプリケーション・セッ
ション・サービスの内、前記加入者へまたは前記加入者からのパケット・データ・ストリ
ームについて実行すべきでないものを実行から除外するステップと、
を備えている、方法。
【請求項１１】
　請求項１０記載の方法であって、更に、前記パケット・データ・ストリームと関連のあ
る前記アプリケーション状態を判定するために、綿密なパケット検査を実行するステップ
を含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１０記載の方法であって、更に、別のアプリケーション・セッション・サービス
が前記パケット・データ・ストリームからのパケットを修正するまたは欠落させる場合、
料金請求機能に関するアプリケーション・セッション・サービスと関連のある行為を修正
するステップを含む、方法。
【請求項１３】
　セルラ・ワイヤレス・ネットワークにおけるネットワーク・アクセスおよびアプリケー
ション・セッション・サービスを提供する装置であって、
　パケット・データ・ストリームを、一人以上の加入者の各々から受信または一人以上の
加入者の各々に送信し、前記パケット・データ・セッションを、ネットワーク若しくは別
の加入者にまたはネットワーク若しくは別の加入者から伝達するワイヤレス・ネットワー
ク・アクセス・デバイスであって、前記一人以上の加入者の各々に関するプロファイル情
報を含む、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスと、
　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスのコンポーネントである複数のア
プリケーション・セッション・サービスであって、各サービスの状態に関するアプリケー
ション状態をそれぞれが決定する、複数のアプリケーション・セッション・サービスと、
を備えており、
　前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、前記選択したアプリケーショ
ン・セッション・サービスを実行するための好ましい順序を決定し、該好ましい順序で実
行するように、前記選択したアプリケーション・セッション・サービスを並べ、
　前記加入者毎に、前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、前記加入者
についての前記プロファイル情報に基づいて、前記アプリケーション・セッション・サー
ビスのうち２個以上を選択して、前記加入者の前記パケット・データ・セッションを処理
し、
　前記加入者毎に、前記ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスが、前記加入者
プロファイル情報に基づいて、前記加入者へまたは前記加入者からのパケット・データ・
ストリームについてどのアプリケーション・セッション・サービスを実行すべきでないか
判定し、１またはそれ以上の前記アプリケーション・セッション・サービスの内、前記加
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入者へまたは前記加入者からのパケット・データ・ストリームについて実行すべきでない
ものを実行から除外する、装置。
【請求項１４】
　請求項１３記載の装置において、前記好ましい順序は、前記アプリケーション・セッシ
ョン・サービスの各々がどのように他のアプリケーション・セッション・サービスに影響
を及ぼすかにしたがって構成されまたは決定される、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願に対する相互引用）
　本願は、２００６年１月４日に出願した米国仮特許出願第６０／７５５，９８１号の優
先権を主張する。
【０００２】
（発明の背景）
　本発明は、ワイヤレス通信サービスに関し、更に特定すれば、ネットワーク・アプリケ
ーション・サービスをワイヤレス通信ネットワークの加入者に提供する技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　図１は、一人以上のワイヤレス加入者にネットワーク・アクセスを提供する従来技術の
システムの一例を示す。この説明を簡略化するために、図は、ネットワーク・アクセスを
実施するために必要なコンポーネントの一部を除外している。しかしながら、図１は、本
方法およびシステムを理解するために必要な主要なコンポーネントを含む。
【０００４】
　各ワイヤレス加入者１０は、中央アンテナ１２を通じて、ワイヤレス・ネットワーク・
アクセス・デバイス（ＷＮＡＤ）と通信する。一般に、多数のアンテナをこのようなシス
テムにおいて用いることができるが、この簡単な例では、１本のアンテナのみを示す。中
央アンテナ１２は、（図示しない種々のその他のコンポーネントを通じて）データ・パケ
ット・ストリームを加入者１０からワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイス（Ｗ
ＮＡＤ）１４に伝達する。ＷＮＡＤ１４は、パケット・データ・ストリームを多数のサー
バ・グループ１８、２２、２６に、関連するロード・バランサ１６、２０、２４を通じて
送信するが、ロード・バランサは任意であり、パケット・データ・ストリームは直接サー
バ・グループに向かってもよい。各サーバ・グループは、１つ以上のサーバを含み、アプ
リケーション・セッション・サービスをシステムに提供し、パケット・データ・ストリー
ムを処理する。ロード・バランサおよびサーバを通過した後、パケット・データ・ストリ
ームをコア・ネットワーク２８（例えば、インターネット）に中継する。
【０００５】
　インライン・ワイヤレス・アクセス・デバイス１０６は、また、１つまたは複数のＡＡ
Ａサーバとも通信する。一般に、ＡＡＡサーバは、コンピュータ・リソースに対する加入
者のアクセス要求を処理し、更に企業または事業者には、認証、許可、および課金(accou
nting)（ＡＡＡ）サービスを提供する。
【０００６】
　各サーバ・グループは、異なるアプリケーション・セッション・サービスを提供する。
例えば、第１サーバは、コンテンツ料金請求サービスを提供することができ、加入者が用
いるサービスの各々の明細を明らかにして、個々の料金を割り当てる。第２サーバ・グル
ープは、最適化サービスを提供することができ、圧縮およびその他のデータ最適化機能を
実行する。第３サービス・グループは、ペアレンタル・コントロールおよび悪質なコード
検出(malicious code detection)のような制御サービスを提供することができる。これら
は、単なるアプリケーション・セッション・サービスであり、多くのその他のサービス・
アプリケーションも、ＷＮＡＤ１４からネットワーク２８までのシリアル・パス内に含む
こともできる。他のサービスには、パケット処理（例えば、ステートフル・インスペクシ
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ョン(stateful inspections)、ヘッダ圧縮、コンテンツ確認請求(content-aware chargin
g)、コンテンツ・フィルタリング）、セキュリティ（例えば、ステートフル・ファイアウ
オール、侵入検出、侵入防止、ウィルス・チェック）、ペイロード処理（例えば、アプリ
ケーション圧縮、およびＶＰＮサービス（例えば、ＩＰＳｅｃ、Ｌ２ＴＰ　ＬＡＣ／ＬＮ
Ｓ、モバイルＩＰ）が含まれるがこれらに限定されるのではない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　図１に示すアーキテクチャを用いることには、いくつかの欠点がある。例えば、サービ
ス・アプリケーション・サーバは、ＷＮＡＤとは別個の個別コンポーネントであるので、
ＷＮＡＤがこれらのサーバを制御するには限界がある。更に、サービス・アプリケーショ
ン・サーバまでの経路の直列性のために、ネットワークに送る前にサービス・アプリケー
ション・サーバの全てが接続されている順に、これらを介して各加入者データ・パケット
・ストリームを通過させることが求められる。サービス配信のシーケンスを制御すること
ができず、あるいは１つ以上のサービスを除外することができないため、サービス・プロ
バイダにとって、カスタム化した段階サービス・パッケージを加入者に提供することが困
難である。場合によっては、サービスのシーケンス順序が固定されているために、ある種
のサービスを提供することが困難または不可能になる。例えば、最適化サービス（例えば
、圧縮）の行為は、ペアレンタル・コントロール・サービスが禁止されるコンテンツのデ
ータ・ストリームを評価するのを困難にする。
【０００８】
　また、サーバが直列に接続されているために、より多くの障害ポイント、セキュリティ
突破の脆弱性が内在することになる。更に、トラフィックをネットワーク全域に伝えさせ
ることによって生ずるレイテンシは、レイテンシ・センシティブなサービスでは、パフォ
ーマンス上の問題として加入者には知覚され、会話におけるいら立だしい合間や遅延を含
む。不要にアプリケーション・サーバを１回通過する毎に、数十ミリ秒の望ましくない伝
搬遅延が追加されるのが通例である。
【０００９】
　典型的なサービス・アプリケーション・サーバは加入者認識性に欠けるので（即ち、こ
れらは加入者のプロファイルにアクセスしない）、移動体運用者に、カスタマイズしたサ
ービスを纏めて提供させられず、これらを「万物同サイズ」サービス(one size fits all
 service)を提供することに制限することになる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　ここに記載するインライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・サービスの実施形
態は、１つ以上のアプリケーション・セッション・サービスをワイヤレス・ネットワーク
・アクセス・デバイスと一体化する。インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス
・デバイスは、１つ以上または０のアプリケーション・セッション・サービスを、ワイヤ
レス加入者からの特定のパケット・データ・ストリームに、加入者のプロファイルに応じ
て適宜適用することができる。更に、インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス
・デバイスは、アプリケーション・セッション・サービスをパケット・データ・ストリー
ムにいずれの順序でも適用することができる。
【００１１】
　インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、アプリケーション・
セッション・サービスを直列に適用し、通常のデータ・パケット処理の間に、これらを順
次実行できるようにする。この順次処理の適用を、ここでは「インライン・サービス」と
呼ぶ。
【００１２】
　アプリケーション・セッション・サービスをワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デ
バイスと一体化することには、様々な利点がある。例えば、従来技術においてアプリケー
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ション・セッション・サービスを提供するサーバは、通例、多量の冗長性を組み入れてい
ない。しかしながら、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスのアーキテクチャ
は、通例、冗長性を高度に組み入れている。アプリケーション・セッション・サーバをワ
イヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイス・アーキテクチャに一体化することによっ
て、これらのサービスは、本来備わっている冗長性の利点を得ることができる。
【００１３】
　ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスの外部にありこれと独立したサーバを
通じてアプリケーション・セッション・サービスを提供すると、サービス・プロバイダは
、通例、一部のサービスを選択し、他を除外することができない。何故なら、サーバを介
するパスは、物理的なシステム・アーキテクチャによって固定されているからである。サ
ービス・プロバイダは、サーバと通信しこのような選択および除外を可能にするためのプ
ロトコルを開発することもできる場合があるが、このような開発によって多大なコストが
システムに追加されることになる。また、サーバに対する変更は、多くの場合、サービス
・プロバイダの制御の外側になるので、サービス・プロバイダは、このような変更が行わ
れるときはいつでも、プロトコルを修正しなければならない。アプリケーション・セッシ
ョン・サービスをワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスと、その制御下で一体
化させることにより、これらのサービスを都合良く選択および除外することが可能になる
。
【００１４】
　更に、アプリケーション・セッション・サービス全てをワイヤレス・ネットワーク・ア
クセス・デバイスと同じ場所に、そしてその制御下に有することにより（即ち、サービス
認識性）、各サービスの効果を確かめ、他のサービスと関係付けて用いることが可能にな
る。ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、種々のサービスの有効性を高め
るようにサービスを実行する順序を取り決めることができる。場合によっては、特定の順
序でサービスを実行すると有効である。例えば、動作させるためにはデータ・パケット・
ストリームのコンテンツを試験する必要がある（ペアレンタル・コントロールのような）
サービスは、データ・ストリームを何らかの方法で操作する（最適化のような）サービス
によって、パケット・データ・ストリームが影響を受ける場合、悪影響が出る虞れがある
。
【００１５】
　加入者のプロファイルは、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスに利用可能
なので（即ち、加入者認識性）、これらのプロファイルを容易に評価して、個々の加入者
にどのサービスを用いるとよいか、そしてどのサービスを除外できるか判断することがで
きる。
【００１６】
　前述のように、ここに記載するインライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デ
バイスの実施形態は、加入者認識性およびサービス認識性の双方を有する。この二重認識
性によって、インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、個々の加
入者をセッション・レベルまで落として識別することができ、個々のセッションにおいて
どのサービスを提供するとよいかについて判断を下すことができる。
【００１７】
　アプリケーション・セッション・サービスが、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・
デバイス外部のサーバを経由して、これと独立して提供される場合、セッション・データ
・ストリームをサーバに分配するためにロード・バランシング・デバイスが通例必要とな
り、余分なコストがかかり、潜在的な障害ポイントが増加することになる。
【００１８】
　また、外部サーバは、それらの特定のアプリケーションを専用とする傾向があり、一方
ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスの内部リソースは、どの機能性が必要で
あっても、動的に割り当てることができる。つまり、統合した解決策は、サービスの拡張
又はどのアプリケーションがいくつのセッションを用いるかの修正に対して、より大きな
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柔軟性を提供する。
【００１９】
　本発明の一態様では、ネットワーク・アクセスおよびアプリケーション・セッション・
サービスを提供する装置は、パケット・データ・ストリームを一人以上の加入者から受信
するまたは加入者に送信し、パケット・データ・ストリームをネットワークまたは別の加
入者にまたはから伝達するワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスを含む。ワイ
ヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、一人以上の加入者に関するプロファイル
情報を含む。本装置は、更に、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスのコンポ
ーネントである１つ以上のアプリケーション・セッション・サービスを含む。ワイヤレス
・ネットワーク・アクセス・デバイスは、プロファイル情報に基づいて、パケット・デー
タ・ストリームを処理するために、アプリケーション・セッション・サービスから０個以
上を選択する。言い換えると、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、プロ
ファイル情報に基づいて、アプリケーション・セッション・サービスから１つ、全部、０
、またはその組み合わせを選択する。
【００２０】
　一実施形態では、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、選択したアプリ
ケーション・セッション・サービスを実行するために好ましい順序を決定し、好ましい順
序で実行するように、選択したアプリケーション・セッション・サービスを整列する。一
実施形態では、好ましい順序は、アプリケーション・セッション・サービスの各々がどの
ように他のアプリケーション・セッション・サービスに影響を及ぼすかにしたがって構成
または決定する。
【００２１】
　別の実施形態では、加入者毎に、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、
加入者プロファイル情報に基づいて、当該加入者へまたは当該加入者からのパケット・デ
ータ・ストリームに対してどのアプリケーション・セッション・サービスを実行すべきで
はないかの判定を行う。ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスはまた、１つ以
上のアプリケーション・セッション・サービスの内、加入者へまたは加入者からのパケッ
ト・データ・ストリームに対して実行すべきでないものを実行から除外する。
【００２２】
　別の実施形態では、アプリケーション・セッション・サービスの内少なくとも１つは、
パケット・データ・ストリームのコンテンツを試験し、コンテンツに対して料金請求する
金額を決定し、請求金額の記録を保持する料金請求サービスを含む。
【００２３】
　更に別の実施形態では、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスおよびアプリ
ケーション・セッション・サービスは、冗長性をもって実施する。
【００２４】
　別の態様では、ネットワーク・アクセスおよびアプリケーション・データ・セッション
・サービスを提供する方法は、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスを用いて
、パケット・データ・ストリームを一人以上の加入者から受信するまたは加入者に送信し
、パケット・データ・ストリームをネットワークまたは別の加入者にまたはから伝達する
ステップを含む。ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、一人以上の加入者
に関するプロファイル情報を含む。また、本方法は、１つ以上のアプリケーション・セッ
ション・サービスをワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスのコンポーネントと
して提供するステップと、プロファイル情報に基づいて、パケット・データ・ストリーム
を処理するために、アプリケーション・セッション・サービスから０個以上を選択するス
テップとを含む。
【００２５】
　別の実施形態は、更に、選択したアプリケーション・セッション・サービスを実行する
ために好ましい順序を決定し、好ましい順序で実行するように、選択したアプリケーショ
ン・セッション・サービスを整列するステップを含む。
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【００２６】
　別の実施形態は、更に、加入者毎に、当該加入者へまたは当該加入者からのパケット・
データ・ストリームのためにどのアプリケーション・セッション・サービスを実行すべき
か判定を行うステップを含む。この判定は、加入者プロファイル情報に基づく。更に、本
方法は、１つ以上のアプリケーション・セッション・サービスの内、加入者へまたは加入
者からのパケット・データ・ストリームに対して実行すべきでないものを除外するステッ
プを含む。
【００２７】
　別の実施形態は、更に、パケット・データ・ストリームのコンテンツを試験し、コンテ
ンツに対して料金請求する金額を決定し、請求金額の記録を保持するステップを含む。
【００２８】
　別の態様では、ネットワーク・アクセスおよびアプリケーション・セッション・サービ
スを提供する装置は、パケット・データ・ストリームを一人以上の加入者から受信するま
たは加入者に送信し、パケット・データ・ストリームをネットワークまたは別の加入者に
またはから伝達するワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスを含む。また、本装
置は、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスのコンポーネントである１つ以上
のアプリケーション・セッション・サービスを含む。この１つ以上のアプリケーション・
セッション・サービスは、パケット・データ・ストリームを処理する、１つ以上のアプリ
ケーション・セッション・サービスを含む。ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバ
イスは、パケット・データ・ストリームを処理するために、アプリケーション・セッショ
ン・サービスから０個以上を選択する。ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイス
は、パケット・データ・ストリームに関連のあるアプリケーション状態を判定し、アプリ
ケーション状態に応じて、アプリケーション・セッションの少なくとも１つの行為を修正
する。　
【００２９】
　一実施形態では、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、パケット・デー
タ・ストリームと関連のあるアプリケーション状態を判定するために、綿密なパケット検
査を実行する。
【００３０】
　別の実施形態では、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、別のアプリケ
ーション・セッション・サービスがパケット・データ・ストリームからのパケットを修正
するまたは欠落させる場合、料金請求機能に関するアプリケーション・セッション・サー
ビスと関連のある行為を修正する。
【００３１】
　別の態様では、ネットワーク・アクセスおよびアプリケーション・セッション・サービ
スを提供する方法は、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスを用いて、パケッ
ト・データ・ストリームを一人以上の加入者から受信するまたは加入者に送信し、パケッ
ト・データ・ストリームをネットワークまたは別の加入者へまたはネットワークまたは別
の加入者から伝達するステップを含む。アプリケーション・セッションは、ワイヤレス・
ネットワーク・アクセス・デバイスのコンポーネントである。更に、本方法は、１つ以上
のアプリケーション・セッション・サービスを、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・
デバイスのコンポーネントとして提供するステップを含む。１つ以上のアプリケーション
・セッション・サービスは、パケット・データ・ストリームを処理する。また、本方法は
、パケット・データ・ストリームを処理するために、アプリケーション・セッション・サ
ービスから０個以上を選択するステップと、パケット・データ・ストリームに関連のある
アプリケーション状態を判定し、少なくとも１つのアプリケーション状態に応じて、アプ
リケーション・セッション・サービスの行為を修正するステップとを含む。
【００３２】
　別の態様では、ネットワーク・アクセスおよびアプリケーション・セッション・サービ
スを提供する装置は、パケット・データ・ストリームを一人以上の各加入者から受信する
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または加入者に送信し、パケット・データ・セッションをネットワークまたは別の加入者
にまたはネットワークまたは別の加入者から伝達するワイヤレス・ネットワーク・アクセ
ス・デバイスを含む。ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、一人以上の加
入者に関するプロファイル情報を含む。また、本装置は、ワイヤレス・ネットワーク・ア
クセス・デバイスのコンポーネントである１つ以上のアプリケーション・セッション・サ
ービスを含む。加入者毎に、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、当該加
入者についてのプロファイル情報に基づいて、加入者のパケット・データ・セッションを
処理するために、アプリケーション・セッション・サービスから０個以上を選択する。
【００３３】
　本発明の以上のおよびその他の目的、その種々の特徴、ならびに本発明自体は、以下の
説明を添付図面と合わせて読むことによって、一層深く理解することができよう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　ここに記載するインライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスの実施形
態は、１つ以上のアプリケーション・セッション・サービスを、ワイヤレス・ネットワー
ク・アクセス・デバイス（ＷＮＡＤ）と一体化する。ワイヤレス・ネットワーク・アクセ
ス・デバイスの機能性は、当技術分野において知られている多数の同様のデバイスのいず
れの機能性でもよい。例えば、一実施形態では、ＷＮＡＤは、ＰＤＳＮ（パケット・デー
タ配給ノード）の機能性を含む。別の実施形態では、ＷＮＡＤは、ＧＧＳＮ（ゲートウェ
イＧＰＲＳサービス・ノード）、ＡＳＮ（アクセス・サービス・ネットワーク）ゲートウ
ェイ、またはＷｉＦｉソリューションに用いられるワイヤレス・ネットワーク・アクセス
・デバイスの機能性を含むこともできる。
【００３５】
　記載する実施形態では、インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイス
は、１つ以上または０のアプリケーション・セッション・サービスを、ワイヤレス加入者
からの特定のパケット・データ・ストリームに、加入者のプロファイルに応じて適宜適用
することができる。更に、インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイス
は、アプリケーション・セッション・サービスをパケット・データ・ストリームにいずれ
の順序でも適用することができる。
【００３６】
　インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、アプリケーション・
セッション・サービスを直列に適用し、通常のデータ・パケット処理の間に、これらを順
次実行できるようにする。この順次処理の適用を、ここでは「インライン・サービス」と
呼ぶ。
【００３７】
　図２は、本発明による、１つ以上のワイヤレス加入者にネットワーク・アクセスを提供
するシステムにおける、インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスの
一実施形態を示す。各ワイヤレス加入者１０２は、中央アンテナ１０４を通じて、インラ
イン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイス１０６と通信する。インライン・
ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイス１０６は、パケット・データ・ストリー
ムを処理し、コア・ネットワーク１０８（例えば、インターネット）にパケット・データ
・ストリームを送る。また、パケット・データ・ストリームは、逆方向、即ち、コア・ネ
ットワーク１０８からワイヤレス加入者１２０にもフローし、パケット・データ・ストリ
ームは、インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスを用いるワイヤレ
ス加入者間を移動することもできる。また、インライン・ワイヤレス・アクセス・デバイ
ス１０６は、１つまたは複数のＡＡＡサーバとも通信する。一般に、ＡＡＡサーバは、コ
ンピュータ・リソースに対する加入者のアクセス要求を扱い、企業または事業者に対して
は、認証、許可、および課金（ＡＡＡ）サービスを提供する。ＡＡＡサーバは、通例、ネ
ットワーク・アクセスおよびゲートウェイ・サーバ、ならびに加入者情報を収容するデー
タベースおよびディレクトリと双方向処理を行う。加入者情報のことを、慣例上、加入者
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プロファイルと呼ぶ。デバイスまたはアプリケーションがＡＡＡサーバと通信する際に現
在用いられている標準の１つに、遠隔認証ダイアルイン・ユーザ・サービス（ＲＡＤＩＵ
Ｓ：Remote Authentication Dial-In User Service）がある。ＡＡＡサーバは、図２では
単体のデバイスとして示されているが、ＡＡＡ機能性は２つ以上のサーバ・デバイスにも
実施できることは周知である。
【００３８】
　１つ以上の実施形態は、記載する機能性を実施する際に、コードを実行する処理プラッ
トフォームを用いる。このコードは、当技術分野において既知のいずれの数のメモリ媒体
にでも格納することができ、とりわけ、ディスク・ドライブまたはＦＬＡＳＨメモリが例
として上げられる。処理プラットフォームの一実施形態についてここでは詳細に説明する
が、当技術分野において既知のその他の処理プラットフォームを代わりに用いてもよい。
【００３９】
　図３は、インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイス１０６の一実施
形態を概念的に示す。デバイス１０６は、加入者１０２と通信するための多数の加入者ポ
ート１２０、ＡＡＡサーバ１１０と通信するためのＡＡＡポート１２２、およびコア・ネ
ットワーク１０８と通信するためのネットワーク・ポート１２４を含む。これらのポート
は、例示のために過ぎず、これらは必ずしも物理的なポートを表す訳ではないことは言う
までもない。例えば、一実施形態では、加入者ポート１０２は、物理的に１つのポートで
実施し、加入者データ・ストリームがこの１つのポートを通り、多数の論理的接続を通じ
て伝達することもできる。同様に、図３に示す１つのＡＡＡポートは、多数の物理的ポー
トで実施することもできる。
【００４０】
　また、図３は、加入者ポート１２０、ＡＡＡポート１２２、およびネットワーク・ポー
ト１２４に論理的に接続されている処理プラットフォーム１２６も示す。処理プラットフ
ォームは、アプリケーション・セッション・サービス１３０、１３２および１３４と共に
、付与／制御アクセス機能１２８を実施するためのコードを実行する。１つ以上の処理プ
ラットフォームがワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスにあってもよい。記憶
媒体１３６は、処理プラットフォーム１２６が実行するコードを格納する。ポートと同様
、記憶媒体１３６は、例示の目的上、１つの実体として示されているが、実施形態によっ
ては、記憶媒体１３６は異なる数種類のメモリ媒体を含む場合もあり、とりわけ、ＲＡＭ
、ＦＬＡＳＨメモリ、ディスク・ベースのメモリがあるが、これらに限定されるのではな
い。更に、記憶媒体は、例えば、ＡＡＡサーバとの通信に関係するパラメータのように、
処理プラットフォームが実行するコード以外の情報を収容することもできる。
【００４１】
　図４は、デバイス１０６がどのようにして加入者１０２からのデータを処理するかの一
例を示す。この例では、デバイス１０６は、加入者のプロファイルから、加入者１０２か
らのパケット・データ１５０が第１サービス１３０および第３サービス１３４を必要とす
るが、第２サービス１３２を必要としないと判断する。
【００４２】
　図５は、加入者１０２からのデータを処理するデバイス１０６の別の例を示す。この例
では、デバイスは、加入者のプロファイルから、加入者１０２からのパケット・データ１
５２が第２サービス１３２および第３サービス１３４を必要とするが、第１サービスを必
要としないと判断する。また、デバイス１０６は、加入者のプロファイルから、第２サー
ビス１３２を適用する前に、第３サービス１３４を適用すべきことを判断する。この例は
、サービスの適用がいずれの特定の順序にも限定されないことを実証する。
アプリケーション状態の監視
【００４３】
　アプリケーション・セッション・サービスが提供する機能性には、パケット・データ・
ストリームと関連のある各アプリケーションの状態を監視することが必要である。従来技
術のワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスには、アプリケーション状態のナレ
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ッジがないのが通例である。このナレッジがインライン・ワイヤレス・ネットワーク・ア
クセス・デバイスの内部で利用できるという事実は、記載する実施形態の重要な態様であ
る。特定のサービスに関するアプリケーションの状態が、他のサービスの行為(action)に
影響を及ぼすことが多い。
【００４４】
　例えば、加入者のプロファイルから、特定のアプリケーションには加入者のパケット・
データ・ストリームのパケット最適化が必要であると仮定する。更に、加入者のプロファ
イルから、ペアレンタル・コントロールも必要であると仮定する。ペアレンタル・コント
ロール・サービスが最適化パケットを欠落させた場合、パケット最適化に対する料金請求
が望ましくない場合もある。記載する実施形態では、加入者のプロファイルおよびアプリ
ケーション状態情報がインライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスに利
用可能としているので、デバイスは、ペアレンタル・コントロール・サービスの行為の機
能として、パケット最適化に対する料金請求を選択的に制御することが可能となる。
【００４５】
　つまり、一般的には、加入者のプロファイルにアクセスできることによって、そしてセ
ッション・アプリケーションの状態を監視することによって、記載する実施形態は、１つ
のアプリケーション・セッションの行為を、他のアプリケーション・セッション・サービ
スの行為の機能として制御することができる。
【００４６】
　記載する実施形態の一部では、データ・パケット・ストリームに関連する状態を判定す
るために、ディープ・パケット調査（ＤＰＩ：deep packet inspection）を利用する。一
般に、ＤＰＩは、データ・パケット・フィルタリングの形態であり、通過パケットのデー
タ部分（単にヘッダ部分だけでなく）を試験する。ＤＰＩデバイスは、ヘッダおよびデー
タ・プロトコル構造を含む、ＯＳＩネットワーク・モデルのレイヤ２からレイヤ７までを
検査することができる。
物理的アーキテクチャ
【００４７】
　パケット・アクセラレータ・カード（ＰＡＣ）２００は、記載する実施形態において、
パケット処理動作を実行する。ＭＡＣフレーミング(framing)のような他の機能は、イン
ライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスの別のコンポーネントの責務で
あるので、ＰＡＣ２００の容量全体（少量のオーバーヘッドを除く）がパケット処理に利
用可能である。この実施形態では、パケット・アクセラレータ・カード（または複数のカ
ード）は、ワイヤレス・ネットワーク・アクセス機能性およびアプリケーション・サービ
スの双方を実行する。しかしながら、他の実施形態では、これらの機能双方を実行するた
めに、１枚よりも多いカード（またはコンポーネント）を用いてもよい。
【００４８】
　図６に示すように、各ＰＡＣ２００は４つの制御プロセッサ（ＣＰ）サブシステム２０
２を有し、パケット・ベースの加入者サービス処理を一括して実行する。一実施形態では
、各ＣＰサブシステム２０２は、高速ＣＰＵ、および１ギガバイト（ＧＢ）のローカル・
メモリを有する。シャーシが、パケット処理タスク専用に多数のＰＡＣを有してもよい。
【００４９】
　記載する実施形態では、各ＣＰサブシステムは、１，０００人までの加入者をサポート
する。２０，０００人の加入者の容量をサポートする実施形態の一例では、加入者トラフ
ィックを２０個のＣＰサブシステム２０２間で分散する（２０個のＣＰサブシステムであ
れば、５つのＰＡＣを占有する）。各ＣＰサブシステム２０２は、加入者毎にメモリを割
り当て、キャッシュ(caching)またはその他のインライン・データ・サービスをサポート
するためのパケット・バッファリングに、ＣＰサブシステム２０２毎にメモリを含む。各
ＣＰサブシステム２０２は、パケット処理のためにＣＰＵを含み、多数の加入者に対する
同時トラフィックをサポートすることができる。
【００５０】
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　各ＰＡＣ２００は、ドータ・カード(daughter card)２０４に接続する。ドータ・カー
ド２０４は、圧縮／解凍および暗号化／復号化機能のような、特別のハードウェア（ＣＰ
Ｕサブシステム２０２０の汎用ＣＰＵではなく）が実行する機能性のためのハードウェア
支援として用いられる。
【００５１】
　各ＰＡＣ２００は、パケット転送を実行するために、１つのパケット転送サブシステム
２０６を有する。これは、パケット転送動作に合わせて設計された特別のハードウェア(h
ardwire)（例えば、ＡＳＩＣおよびＦＰＧＡ）から成る。
【００５２】
　記載する実施形態では、パケット転送サブシステム２０６は、毎秒約１００，０００パ
ケットを転送する。５つのＰＡＣを有する実施形態例では、パケット転送サブシステムは
、毎秒約５００，０００パケットを転送する。
【００５３】
　記載する実施形態では、多数のＰＡＣ２００を１つのシャーシ内で用いることができる
ので、必要に応じて、パケット処理能力を追加することができる。ユーザ・データ・プレ
ーン(user data plane)のために、シャーシは、ＰＡＣ２００を相互接続する高速データ
・バスを含む。２系統の高速データ・バスがあるので、データ・プレーンには冗長性があ
る。
【００５４】
　　内部的には、記載する実施形態は物理的に制御プレーンをデータ・プレーンから隔離
する。シャーシ内にある各カードは、制御トラフィックのためにカードの全てを相互接続
する、別個のデータ・バスを有する。
【００５５】
　記載する実施形態のアーキテクチャは、ＣＰＵベースのサーバ・ハードウェアに対して
、多数の利点を提供する。パケット転送リソースは、システム毎ではなく、カード毎に存
在する。パケット転送リソースは、その機能に合わせてカスタマイズ設計されており、計
算タスクに合わせて設計された標準的なＣＰＵを誤用する、ＣＰＵベースのサーバとは異
なる。記載する実施形態の制御機能は、データ処理機能からは分離されているが、ＣＰＵ
ベースのサーバでは、ワイヤレス・データ・サービスに必要なパケット転送機能性を有効
に実行することができない程過負荷状態となる。
【００５６】
　記載するインライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイスの実施形態は、
ＰＡＣ２００上における記憶および処理双方のパワーに加えて、主制御カード（図示せず
）上における記憶および処理パワーも設ける。これによって、操作者は、システム自体の
内部において多数の付加価値サービス・アプリケーションをホストすることが可能となり
、この処理を外部で実行する必要性が解消する。
オペレーティング・システムおよびＯＳＳ能力
【００５７】
　記載する実施形態では、各ＣＰＵは、StarOSと呼ばれる、マルチ・スレッド・オペレー
ティング・システム（ＯＳ）を起動させる。StarOSは、標準ベースのＯＳであり、障害隔
離および復旧（例えば、スレッドを跨ってハードウェア・メモリ保護を可能にする）お含
む、多くの利点が得られるように強化されてきた。標準ベースのＯＳを用いることにより
、サード・パーティのソフトウェア（例えば、ユーティリティおよびアプリケーション）
の移植(porting)も、行うのが比較的容易となる。
【００５８】
　　記載する実施形態における組み込み型管理ソフトウェアは、シンプル・ネットワーク
・マネジメント・プロトコル（ＳＮＭＰ）、コマンド・ライン・インターフェース（ＣＬ
Ｉ）、ならびに上位レベル・サービスおよび業務管理アプリケーションと、共通オブジェ
クト・リクエスト・ブローカ・アーキテクチャ（ＣＯＲＢＡ）を通じてインターフェース
する。記載する実施形態は、ＲＡＤＩＵＳを用いて加入者プロファイル情報を入手する。
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アプリケーション・セッション・サービスの例
【００５９】
Ｉ）キャッシュ(Caching)
　記載する実施形態におけるキャッシュ・サービスは、オーディオ・ストリームおよびビ
デオ・ストリームに対してスムージング機能を実行することにより、コア・ネットワーク
（例えば、インターネット）によって生ずるジッタのないストリームを加入者に配信する
。中間ノードが実行する差別化サービス（ＤｉｆｆＳｅｒｖ）と合わせて、これは加入者
にエンド・ツー・エンド・サービス品質（ＱｏＳ）(end-to-end quality of service)を
規定する。以下に、記載する実施形態がキャッシュ・サービスのために実行する機能性の
全体を示す。
　・インターネットから受信したデータに対する初期パケット処理を実行し、宛先移動体
加入者を判定し、トラフィックを、現在その加入者にサービスしている、割り当てられた
ＣＰサブシステムに転送する。
　・インターネットから受信したデータが、キャッシュによって効果が得られるフローの
一部であることを検出する。記載する実施形態がサポートする既存のプロトコルでは、そ
れは、単に、ＵＤＰ／ＩＰ上のＲＴＰである任意のパケットである。適切性の判断を、設
定変更可能な選択肢(configurable option)に変更することができる。例えば、このよう
なメカニズムは、ＵＤＰ／ＩＰ上のＲＴＰに、またはＤｉｆｆＳｅｒｖ　Ｔｏｓオクテッ
トにおけるある値にスムージング処理を指定することができる。また、フロー検出パラメ
ータを動的に規定するために、マルチチャネル・フロー処理プロトコル（ＭＣＦＴＰ）を
用いることもできる。
　・加入者セッションが確立されたときに、ＲＡＤＩＵＳを通じて返送された加入者のプ
ロファイルを試験して、キャッシュ・サービスが購入されたことを確認する。
　・インターネット・データを無線ネットワーク・パケットに変換する。例えば、インタ
ーネット・データはＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＤ／Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）として受信さ
れている場合があり、一方無線ネットワーク・パケットは、ワイヤレス・アクセス・デバ
イスがＰＤＳＮとして機能しているときには、ＰＣＦ（パケット制御機能デバイス）に対
してＧＲＥ／ＩＰ／Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）内にカプセル化されているＲＴＰ／Ｕ
ＤＰ／ＩＰ／ＰＰＰでなければならない場合がある。
　・ある量に達するまで、送出データ（を加入者毎のキューに）バッファする。通例、５
から１０秒に相当するデータを初期状態ではバッファする。
　・加入者に一定レートで送り始める。実施形態によっては、データ・レートを調節する
ために、無線ネットワークからのフィードバックを用いる場合もある。
【００６０】
　記載する実施形態の以下に示すアーキテクチャの態様は、前述の処理をサポートする。
　・パケットをバッファするための豊富なメモリ
　・フロー毎のトラフィック整形(traffic shaping)を維持するための豊富なＣＰＵ処理
パワー。
　・パケット処理の大幅な高速化のための特別のパケット転送ハードウェア。
【００６１】
　前述の実施形態の一構成は、次の通りである。
　・ＱｏＳのためにＤｉｆｆＳｅｒｖを用いる。オーディオ／ビジュアル・データを有す
るパケットを、他の種類のパケットよりも優先する。加入者毎のフィルタを用いて、ＰＣ
Ｆに送るパケットに対して、新しいＤｉｆｆＳｅｒｖのサービス・タイプ（ＴｏＳ）値を
指定する。これによって、ＰＣＦによる処理を簡略化する。何故なら、ＰＣＦは、ＴｏＳ
オクテットだけを試験することによって、所望のＱｏＳを判定することができるからであ
る。
　・制限した自動繰り返し要求（ＡＲＱ）を用いる。リンクＡＲＱは、暗示的透過リンク
断片化(implicit transparent link fragmentation)を用いて、個々のフレーム上で動作
することができる。リンク・フレームは、ＩＰパケットよりも遥かに小さい場合があり、
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ＩＰパケットの失われた部分または誤りの部分を収容する、より小さなフレームを繰り返
すことによって、ＡＲＱプロセスの効率およびリンクの効率を改良することができる。し
かしながら、ＡＲＱプロセスが過度にロバストに構成されている場合（例えば、多くの再
試行を実行する）、容認できない量のレイテンシおよびジッタを混入する可能性がある。
　・大きな最大送信単位（ＭＴＵ）を用いる。前述したＱｏＳのためのＤｉｆｆＳｅｒｖ
技法は、オーディオ／ビデオ・パケットのレイテンシおよびジッタを低減する。ＡＲＱを
制限することにより、エラー・レートが低下するので、ＭＴＵサイズは、加入者のオーデ
ィオ／ビデオ体験にとって重要な要因ではなくなる。無線ネットワークは全てのアプリケ
ーション（例えば、電子メール、ウェブ・ブラウジング等）で共有するので、他のアプリ
ケーションを補助するＭＴＵを選択する。大きなＭＴＵは、データ・オクテット毎のオー
バーヘッドを減少することにより、有効無線ネットワーク帯域幅を広げる潜在的可能性が
ある。また、大きなＭＴＵは、ＴＣＰｔ上で起動するアプリケーションにとっても有益で
ある。
【００６２】
ＩＩ）料金請求サービスの強化
　移動体運用者が次世代ネットワークを展開する際に、運用者のサービス提供および運用
者の料金請求能力を高める好機が、運用者にはある。ここに記載するインライン・ワイヤ
レス・ネットワーク・アクセス・デバイスは、通常処理の間にデータ・パケットの綿密な
試験を通じて「加入者の理解」を深めて提供することにより、この能力を更に高める。こ
の強化分析によって移動体運用者に得られる利点の１つは、データ・ユーザがどのように
自身の移動体デバイスを利用するかに基づく、データ・ユーザへの段階料金請求方式(tie
red billing scheme)である。更に、これは、加入者が使用したい特定のサービスを選択
できるようにしつつ、ワイヤレス運用者に、加入者のネットワーク使用形態に基づいて、
種々のレベルで加入者に請求できるようにすることによって、多数の付加的な収益発生の
好機を開くことになる。記載する実施形態は、このような分析をサポートするために必要
な処理増大をサポートすることができるハードウェアおよびソフトウェアを提供する。
【００６３】
　ｃｄｍａ２０００ＩＰネットワーク規格（ＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ－８５）は、利用ベー
スのデータ記録の特定のコンテンツを規定し、ＰＤＳＮからＲＡＤＩＵＳサーバに送る。
ＩＳ－８３５は、イベント・ベースの料金請求の用途に用いることができる情報のサブセ
ットを概説する。規格に規定される料金請求要件に加えて、記載する実施形態は、以下の
ような他の進んだ料金請求選択肢もサポートする。
　・宛先ベースの料金請求
　・宛先ベースの逆料金請求
　・アプリケーション・ベースの料金請求
　・とりわけＱｏＳ、時刻、最大負荷のようなその他の料金請求選択肢。
【００６４】
　宛先ベースの料金請求の選択肢では、記載する実施形態は、移動体加入者毎に宛先サー
バのセットについて、統計のセットを保持する。宛先サーバは、ネットワーク運営管理者
によって明示的に構成するか、または加入者のプロファイルからＲＡＤＩＵＳサーバによ
って供給することができる。宛先ベースの料金請求では、プレミアム・サイト(premium s
ite)の作成によって、更に多くの収益発生選択肢が可能となる。また、運用者は、自身の
加入者の習性（何を、いつ、そしてどのように加入者が異なるホストにアクセスするか）
に関して伝えられる情報が遥かに多くなり、ネットワークおよびサービスの計画には大切
なツールとなる。
【００６５】
　宛先ベースの逆料金請求では、移動体加入者からのトランザクションが広告、ポータル
、またはコンテンツ・プロバイダのサイトをヒットしたときに、移動体運用者が、広告、
ポータル、またはコンテンツ・プロバイダに料金を請求することによって、収益を発生す
ることが可能になる。これは、ワイヤレス加入者に低コストから無コストのアクセスを提
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供しつつ、一方で移動体運用者およびコンテンツ・プロバイダには新しい収益のフローを
提供する。宛先ベースの逆料金請求では、記載する実施形態は特定の宛先サーバからの統
計を算定し、これらの統計を全移動体セッションの統計から除外する。
【００６６】
　アプリケーション・ベースの料金請求では、記載する実施形態は、指定したアプリケー
ション、またはアプリケーションのグループについて、移動体加入者の全て、いずれかの
サブセットに対する宛先サーバのセットについて、統計を保持する。この機構を可能にす
る１つの技法は、移動体加入者へのトラフィック・データおよび移動体加入者からのトラ
フィック・データを全て識別し追跡するために、単純アクセス制御リスト（ＡＣＬ）を利
用することである。ＡＣＬを用いると、記載する実施形態は、ＳＭＴＰ、Ｔｅｌｎｅｔ等
といった状態のないアプリケーションを識別するように、非常に粗いレベルでトラフィッ
クを識別する。しかしながら、この技法は、ＦＴＰ、ＨＴＴＰ、ＳＩＰ、およびＨ．３２
３といった状態のあるアプリケーションをサポートしない。したがって、解決策の完成度
を高めるには、状態を持つ調査サービスを全ての移動体加入者のトラフィックに適用する
必要がある。この技法を用いると、記載する実施形態は、状態のないアプリケーションお
よび状態を持つアプリケーション双方を識別し、移動体運用者は、用いるアプリケーショ
ンに基づいて、異なる料金単価(charging rate)を適用することが可能となる。実施形態
によっては、いずれの数の宛先サーバに対しても異なるアプリケーション・セットについ
て統計を保持するために、追加の動作モードを設ける場合もある。
【００６７】
　記載する実施形態の綿密なパケット調査能力によって、料金請求モデルを強化した多く
の別のモデルも実施することができる。例えば、ＱｏＳベースの料金請求では、加入者の
パケットのサービス品質レベルに基づいた料金請求が可能となる。時刻ベースの料金請求
では、課金データ情報に、いつ加入者データを送信したかに関する情報を含む。最大負荷
またはボリューム・ベースの料金請求は、バーストおよび定常使用についての課金判断基
準を組み込む。他の実施形態では、これらの料金請求モデルの一部または全部を一緒に組
み合わせ、ワイヤレス・データ・サービス提供プランについて価格を決める際に、大きな
柔軟性が運用者に得られるようにする。
【００６８】
　ワイヤレス加入者へのトラフィックおよびワイヤレス加入者からのトラフィックは、パ
ケット・アクセラレータ・カード２００のＣＰサブシステム２０２内で実行する多数のソ
フトウェア・タスクを通過し、インライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバ
イス全体に分散される。各タスクは、制限した数の加入者を扱うが、最も重要なのは、故
障の封じ込め(fault containment)を設けるためである。この理由のために、記載する実
施形態では、タスクはアプリケーション・ベースの料金請求に対して状態を持つパケット
調査を実施する。これは、このような調査は受信および送信双方の統計を収集しなければ
ならないからである。
【００６９】
　多数のＰＡＣをサポートする実施形態では、インライン・ワイヤレス・ネットワーク・
アクセス・デバイスは、多数の高性能ＣＰＵおよびメモリを組み込み、全てがワイヤレス
加入者の制御およびデータ処理に専用となっている。この主の制御および加入者データの
処理は、ＰＰＰ処理、シンプル・モバイルＩＰサービス、移動体加入者認証および課金、
ならびに加入者統計の入手を含み、一方パケット転送サブシステムは全てのパケット転送
機能を実行する。
【００７０】
　図７は、記載した実施形態について、アプリケーション・ベースの料金請求のために収
集し事業者に呈示することができる情報の種類の一例を示す。この例では、アプリケーシ
ョン・ベースの料金請求データは、３つの異なる宛先サーバにまたがって、特定の加入者
について収集されている。
【００７１】
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　加入者毎、宛先毎、およびアプリケーション毎の統計をキャプチャーすることに加えて
、別の実施形態は、同じドメイン名を有する全ての加入者（例えば、*@starentnetwork.c
om）のような、加入者のグループについての統計を呈示する。
【００７２】
　一旦使用データを収集したなら、種々の方法でこれにアクセスし報告することができる
。加入者毎に使用データを表すカウンタに、コマンド・ライン・インターフェース（ＣＬ
Ｉ）を通じてリアル・タイムにポーリングして、エレメント管理システムを通じてグラフ
ィカル・ユーザ・インターフェース（ＧＵＩ）に呈示することができ、あるいはＣＯＲＢ
ＡまたはＳＮＭＰを通じてサード・パーティの管理アプリケーションがアクセスすること
ができる。ログや料金請求記録は、課金メッセージの中で、シスログ・イベントまたはＲ
ＡＤＩＵＳ課金の形態で発生することができる。
【００７３】
　本発明は、その主旨や本質的な特徴から逸脱することなく、他の具体的な形態において
も実施することができる。本実施形態は、したがって、あらゆる点で限定的ではなく例示
的であると見なすこととし、本発明の範囲は、以上の説明ではなく、添付した特許請求の
範囲によって示すこととし、したがって、特許請求の範囲の均等の意味および範囲に該当
する全ての変更は、特許請求の範囲に含まれることを意図している。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】図１は、１つ以上のワイヤレス加入者にネットワーク・アクセスを提供する従来
技術のシステムの一例を示す。
【図２】図２は、本発明による、１つ以上のワイヤレス加入者にネットワーク・アクセス
を提供するシステムにおけるインライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイ
スの一実施形態を示す。
【図３】図３は、図２に示すインライン・ワイヤレス・ネットワーク・アクセス・デバイ
スの一実施形態を概念的に示す。
【図４】図４は、前述のデバイスが加入者からのデータをどのように処理するかの一例を
示す。
【図５】図４は、前述のデバイスが加入者からのデータをどのように処理するかの別の例
を示す。
【図６】図６は、前述のデバイスからのパケット・アクセラレータ・カード（ＰＡＣ）の
一実施形態を示す。
【図７】図７は、記載した実施形態について、アプリケーション・ベースの請求書発行の
ために、収集し事業者に呈示することができる情報の種類の一例を示す。
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